

































































































































































































































































































































































































































































































































































   /0.5,」曜'加速電界
1 2 3 4 5 6
 Time[min】
 図5高次モードカプラーの出力異常と温度上昇。
 カプラーからの出力は加速モードである。
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 論文審査の結果の要旨
 本論文は著者が高エネルギー物理学研究所TRISTAN計画,電子・陽電子衝突リングにおけ
 る超伝導加速空洞の応用・建設に参加し,空洞性能の測定,高周波制御の検討と実施,性能の
 長期安定性の研究を行なった成果をまとめたものである。
 著者は空洞単体の性能試験を行なった結果,製作された32台の空洞のうち1台を除いて目標
 加速電界をはるかに越えている事を示した。また実装された最終状態における最大加速電界は
 単体性能に比べて約30%低下する事を見出し,その原因を検討した。
 高周波制御に関しては,フェイザ一図を用いて空洞電圧の外部高周波源によって励振される
 電圧とビーム誘起電圧の関係を超伝導空洞に対して検討した。その結果,問題点としてロビン
 ソンの安定条件による蓄積電流値の制限とビーム入射特等の過渡状態における制御ループの負
 担の増大がある事を見出した。ロビンソンの安定条件による制限を調べるために著者は入射蓄
 積リングでビームテストを行ない,チューニング・アングル・オフセットをかける事が有効な
 事を発見し,最良のオフセット値を決定した。またオフセットをかける事によって,ビーム誘
 起電圧が小さくなり高周波制御が容易になる事も見出した。これらを検討し主リングの入射時,
 衝突時に夫々最適のオフセットをプログラム制御によってかけ,良好な結果を得た。また,ビー
 ム負荷が大きいことから,空洞間の位相差によって電圧にアンバランスが生じることが見出さ
 れ,精度の良い調整方法が示された。
 主リングにおける超伝導空洞の性能の長期安定性については残留ガスの凝縮による原因が考
 えられる。著者は定期的に無負荷Q値と最大加速電界の測定を行ない誤差の範囲内で性能低下
 の無い事を結論した。また運転中に高次モードカプラーから出力しない筈の加速モードが出力
 される異常動作が発見された。著者はその原因を研究し,カプラーのフィ'ルター内部でマルチ
 パクティングが引き金になり超伝導破壊を起こしている可能性が高い事を結論した。
 これらの研究と測定によりTRISTANに用いられた超伝導加速空洞の性能に関するデータ
 とその最良の制御法が明らかとなり,TRISTANのみならず将来のより発展した加速器計画に
 重要な資料と解析方法を与えるものである。
 以上この論文は著者が自立して研究活動を行なうに必要な高度の研究能力と学識を有するこ
 とを示している。よって鈴木敏司提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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